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塗料自動定量供給装置
JF/ジャストフィード・AF/エースフィード

塗料自動定量供給装置
JF/ジャストフィード・AF/エースフィード

通常供給装置の性能 JF、AF実装時の効果

タンク内塗料レベル

搬送系塗料付着

①

②

吸引装置磨耗

エア圧力変動　　等

③

④
15〜20%の塗料使用量削減

●ジャストフィードの原理

JFセンサー内を塗料が通過すると管路内の静電容量が変化します。この変化量は塗料の供給量

（ガンからの吐出量）に比例します。

静電容量の変化量を電気信号に変換して指示計にデジタル表示するとともに、設定値との過不

足量をインジェクターメインエア圧力（FM）を増減することで補います（フィードバック制御）。

同時にインジェクターサブエア圧力（FS)が自動的に増減し、ガンから吐出される塗料搬送エア

量が一定になり、被塗物に塗着した塗料の吹きとばしを防止します。

●エースフィードの原理

流動層内に直接スクリューが配置され、このスクリューの回転によって塗料は塗料タンクから

引き出されます。塗料の供給量はスクリューの回転数に比例します。エースフィードではこの

スクリューの回転数を制御します。塗料と空気の混合物中のエアは脱気装置によって極小化さ

れ。スクリュー内での粉詰まりやフラッシングを防止します。また、滑らかな塗料引き出しの

ため、インジェクター上部には塗料の分散装置が組込まれています。

人手による作業は、供給系の外部に付着した塗料のエアブロー清掃と

色別塗料タンクの差し替えだけです。

リフターを下げ、

待機状態にしてか

ら塗料タンクを抜

き出して、自動ク

リーニングスイッ

チを押す。

リ フ タ ー が 上 昇

し、自動クリーニ

ングを開始。塗料

パ イ プ 内 面 の ク

リーニング中に、

塗料パイプ外面や

MBF内をエアブロー

する。

自動クリーニング

が 完 了 後 、 リ フ

ターが下がり、次

色のタンクをセッ

ト。塗装スイッチ

を押して運転準備

完了。

（使用状況、ワーク形状等により、同値は目安であり

　保証するものではありません。）

長期安定供給性能で
選べば

エースフィード

MBFは塗料供給機の自動クリーニング装置を装着し、カートリッジ式タンク（写

真）から塗料を吸い上げて供給するボックスフィード（BF）を実装しています。下

記色替対応推奨ブースに装置し、頻繁な色替と細かな塗膜厚管理を要するアプリ

ケーションに最適です。

色替え時間の短縮化
短時間自動クリーニング機能搭載

（塗料ホース内＋ガン内部を自動清掃）

色替対応型塗料供給装置
マルチボックスフィード（MBF）

供給量/膜厚

所要膜厚に
必要な供給量

所要膜厚

塗料の使用量を減らし、工場のランニングコストを削減します

JF・AFを用いない時の膜厚

運転時間

JF・AFに
よる増し吹き削減

JF・AFに
よる増し吹き削減

JF・AFに
よる増し吹き削減

JF・AFに
よる過剰膜厚削減

JF・AFに
よる過剰膜厚削減

JF・AFに
よる過剰膜厚削減

JF・AFを用いない時の供給量供給量/膜厚

所要膜厚に
必要な供給量

所要膜厚

増し吹き 増し吹き 増し吹き

過剰膜厚 過剰膜厚 過剰膜厚

運転時間

変動要因

色替性能重視なら

ジャストフィード


